
高校入試模擬テスト 問題（2009年 11月 出題）

目次2へ　解答へ

１．（１）次の計算をしなさい。

（ア）5 2 4( )

（イ）12ab2 3ab( ) 2b

（ウ） x 1( ) x 1( ) x 5( )2

（エ）
9

3
48

（２）次の式を因数分解しなさい。

3ax2 6ax 45a

（３）１から６までの目がでる２つのさいころＡ、Ｂを同時

に投げるとき、出た目の数の積が20以上になる確率を
求めなさい。ただし、さいころＡ、Ｂともにどの目が
出ることも同様に確からしいものとします。

（４）右の図のように、 y 3x  のグラフと y
a
x

  の

　　　グラフが点Ｐで交わっています。（ただし、点Ｐ
　　　のx, y座標はともに正とします。）

　次にx軸、y軸上にそれぞれ点Ａ、Ｂをとり、
長方形ＯＡＰＢをつくります。長方形ＯＡＰＢの
周りの長さが16であるとき、aの値を求めなさい、
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（５）　右の図のように, ４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄが線分ＢＤを
　　　直径とする円Ｏの周上にあります。ＡＢ＝ＡＣ，
　　　∠ＣＢＤ＝４８°のとき，∠ＡＣＤの大きさを求めな
　　　さい。

（６）　右の図のように，「福」,「井」,「県」という文字が
　　　表面に書かれている立方体があります。解答欄にあるこ
　　　の立方体の展開図に，「福」,「県」の文字を漢字の向
　　　きも含めて正しく書き込みなさい。

（７）　下の図の四角形ＡＢＣＤは長方形です。点Ｐが辺ＢＣ上に，点Ｑが
　　　辺ＤＡ上にあるひし形ＡＰＣＱを作図しなさい。ただし，点Ｐ，Ｑと
　　　いう記号をつけ，作図に用いた線は残しておきなさい。
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２．　右の[図Ⅰ]のように両面がそれぞれ白と黒に塗られ, 
　　黒の面には－１，白の面には＋１と書かれた石がたく
　　さんあります。この石を下のような規則にしたがって, 
　　右の[図Ⅱ]のように並べていきます。ただし, 黒の面
　　を表にして置いた石を「黒石」, 白の面を表にして置
　　いた石を「白石」と呼ぶことにします。

このとき, 次の各問いに答えなさい。

（１）　次の空欄ア～ウにあてはまる数を書き入れ
　　　なさい。

　４番目のときに並んでいる黒石と白石を合わ
せた石の個数は（ ア ）個で, そのうち白石は
（ イ ）個です。また, 表に書かれているすべ
ての整数の和は, （ ウ ）となります。　　

（２）　n番目（nは自然数）のときに並んでいる黒石と白石を合わせた石の
　　　個数を, nを用いてできるだけ簡単な式で表しなさい。さらに, 表に書
　　　かれているすべての整数の和を, nを用いてできるだけ簡単な式で表し
　　　なさい。 

（３）　[図Ⅱ]のように石を並べて何番目かのときに, 表に書かれているすべて
　　　の整数の和が－２０になりました。このとき, 並んでいる黒石と白石の個
　　　数をそれぞれ求めなさい。
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３．　大人と子どもを合わせて４５人いる子供会が, 電車を利用して遊びに行くこと
　　にしました。電車の料金は下の表の通りだったので, 少しでも費用を安くするた
　　めに, １１人分の回数券つづりを大人１冊, こども２冊購入し１枚ずつ配布しま
　　した。ところが, 大人も子どももその回数券の枚数では足りなかったので, 回数
　　券を利用できなかった大人と子どもについては, 通常料金を支払いました。
　　すると, 電車の料金の合計金額が5900円になりました。
　　　この子供会の大人の人数をx人, 子供の人数をy人として, 次の各問いに答えな
　　さい。
    

（１）　下線部　　　より, 回数券を利用できず, 通常料金で乗車した大人の
　　　人数をxを用いて表しなさい。

（２） x, y についての連立方程式をつくりなさい。

（３）（２）の連立方程式を解いて, 子供会の大人の人数と子どもの人数を
　　　それぞれ求めなさい。
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４．　ＡさんとＢさんの兄弟はいっしょに家を出
　　て, 毎分60ｍの速さで映画館に向かいました。
　　Ａさんは途中で忘れ物に気づき, それまでより
　　はやい速さで家にもどり, 忘れ物を取ってすぐ
　　に映画館に向かいました。Ａさんが家にもどり
　　はじめてからＢさんに追いつくまでの速さは一
　　定でした。（忘れ物を探す時間はかからなかっ
　　たものとします。）また, Ｂさんはそのまま歩
　　き続けていきましたが, Ａさんがなかなか追い

ついてこないので, 途中から速さを遅くし,    
一定の速さで歩きました。２人は家から映画館
まで, 同じ道を行き来したものとします。

　[図Ⅰ]は, ２人がいっしょに家を出てからの
２人の間の距離の関係を表したグラフです。ま
た, [図Ⅱ]は, ２人がいっしょに家を出てから
x分後の, 家からの距離をyｍとして, Ｂさんの
xとyの関係をグラフに表したものです。
このとき, 次の各問いに答えなさい。

（１）　[図Ⅰ] より, Ａさんが忘れ物に気づ
　　　いたのは, 家を出てから何分後か求めな
　　　さい。

（２）　[図Ⅱ] において, Ｂさんが速さを遅くしてから映画館に着くまでの, 
　　　xとyの関係を式に表しなさい。また, このときのxの変域も求めなさい。

（３）　Ａさんが家にもどりはじめてからＢさんに追いつくまでのＡさんの進ん
　　　だ様子を[図Ⅱ] に表しなさい。

（４）　もっとも離れたときの, ２人の間の距離を求めなさい。

（５）　ＡさんがＢに追いつくのは, ２人がいっしょに家を出てから, 
　　　何分何秒後か求めなさい。
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５．　右の図のように, 長方形ＡＢＣＤがあります。
　　この長方形を線分ＢＤを折り目として折ったとき, 
　　頂点Ｃが移動した点をＥとします。また, 線分ＡＤ
　　と線分ＢＥとの交点をＦとします。さらに, 線分
　　ＢＡと線分ＤＥをそれぞれ延長して交わった点をＧ
　　とします。このとき, 次の各問いに答えなさい。
　　ただし, 解くうえで考えたことを, 図や（解）に残
　　しておきなさい。

（１）　△ＡＢＦ≡△ＥＤＦを証明しなさい。

（２）　∠ＥＤＦ＝a°とするとき, ∠ＦＤＢの大きさをaを用いて表しなさい。

（３）　∠ＢＤＣ＝３０°のとき次の各問いに答えなさい。

（ア）　△ＧＢＤはどのような三角形になりますか。もっとも適する名称で
　　　答えなさい

（イ）　△ＦＢＤの面積は, 四角形ＢＣＤＧの面積の何倍であるか求めなさい。

以上
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